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テラヘルツ（THz）波の計測技術は、大気汚染
ガスや廃棄物中有害物質の検知・分析等への
利用が期待されている。ところが、THz波の技
術は他の周波数帯に比べて発展が後れている。
特に高解像度なTHz撮像素子や広帯域な分光
素子の開発が大きな課題になっている。

アクティブ＆パッシブ型テラヘルツナノイ
メージング
半導体にアパーチャーと平面プローブを配置した
近接場THz検出デバイスを開発した。この素子に
よりナノメータ領域でエバネッセント光のみを直接
検出することが可能となり、高い空間分解能
350nm（THz波の波長の1/614）を達成した。さら
に、外部THz光源を用いないパッシブ型の近接場
THzイメージングも達成した。パッシブ計測では、試
料固有のエネルギー分布に関する情報を得ること
ができるため、他技術に比べて高い優位性を持つ。

広帯域テラヘルツ分光素子
グラフェンを用いてTHz波の分光検出を可能にし
た。検出帯域は0.76 ～ 33THzにまで達する。こ
の分光素子は、サブミリ波から赤外光領域という
広大な周波数帯域を１つの素子でカバーし、かつ
周波数をチ
ューニング可
能である。こ
の優れた特
徴は他の材
料では不可
能であり、わ
れわれの独
自技術によ
る成 果であ
る。

本研究は、半導体やカーボン材料の特徴を活か
したTHz撮像・分光素子の開発を目的とする。従
来の手法では高価で複雑な構成を持つ機器を購
入しなければならず、THz技術の一般的な普及を
限定的なものにしている。本技術の他にはない特
色は、微細加工した半導体やカーボン材料に基
づいた、コンパクトなワンチップ型にある。
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今後は以下に取り組む。
（１） 産学連携によって、今回開発した固体
チップ型THz分光・撮像技術をシステム化し、
実用化する

（２） 学術面では、単一ナノ材料や単一分子
のTHzダイナミクスを解明する。
以上は世界的に見ても先進性の高い研究・開
発であり、日本発の優れた成果を発信できる。

THzナノ撮像素子の概念図。

(a)THz・赤外光照射によるグラフェン素子の電気抵抗
変化の磁場依存性。(b)THz・赤外検出における共鳴
周波数の磁場依存性。実験結果（黒丸）と理論曲線

（実線）がよい一致を示している。


